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2011 年 3 月 11 日発生した東日本大震災は、地震と地震に伴う津波により、東
日本に甚大な被害をもたらした。日本全国からは警察や消防など、多くの救助者
が駆けつけ、救助・支援活動が行われた。防衛省・自衛隊も、発災当初から最大




た場合、うつ病や心的外傷後ストレス障害（ Posttraumatic Stress Disorder、以
下 PTSD）等へ移行する。被災者のみならず、災害救助者も災害の暴露により約




































ューを 1 回実施した。分析及び解釈は、Heidegger、Dreyfus らの解釈学的現
象学を理論的前提とした Benner のテーマ分析の手法を参考に行った。データ
収集期間は、平成 26 年 4 月 22 日から 7 月 28 日の間であった。なお、本研究
は東京女子医科大学倫理委員会、および自衛隊中央病院医学倫理委員会の審査
を受け、承認を得ている（承認番号： 3008‐R、受付番号： 25－ 021）。  
 
Ⅳ．結果  
本研究で得られたテーマを【】、サブテーマを＜＞、Heidegger,  M. や Dreyfus,  
H. L. による概念や言葉はゴシック体で示す。研究参加者はすべて男性で、平均











































者の存在に支えられる】、【未来に目を向ける】の 6 つのテーマが見出された。 


























































































以上から、本論文は、学位規則第 4 条第 1 項に定める博士（看護学）の学位を
授与するに値するものであり、申請者は看護学における研究活動を自立して行う
に必要な高度な研究能力を有すると認められ、論文審査および最終試験に合格と
判定する。  
